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　10 月 24 日（金）岩泉町民会館を会場に開催し、約 600 名の町民が集まりました。
　天津木村さんを講師に招き「岩手・岩泉にええトコたくさんあると思います！～移住して知ったたくさ
んの宝物～」と題して記念講演をいただき、移住者ならではの視点で岩手県の魅力を語ってもらいました。
その後、アンダーエイジのお二人を加えて岩泉町の魅力について会場の皆さんを巻き込んで盛り上がりま
した。畑わさび生産量日本一の話から岩泉の方言「ふすぺる」についての話題におよび、笑いの渦に包ま
れました。最後に天津木村さんから南部牛追歌を披露してもらい、大きな拍手が送られました。
　また、式典では多年にわたり共同募金運動や町の社会福祉、老人クラブの発展に寄与された方々へ感謝
状や表彰状を贈呈し、受賞者、来賓及び町民の皆さんが「お互いに支え合うやさしいまちづくりの実現に
向けて」結束を深めました。表彰を受けられた方々は次ページで紹介します。（敬称略）

ホームページは
こちらから

大会テーマ『お互いに支え合うやさしいまちづくりの実現に向けて大会テーマ『お互いに支え合うやさしいまちづくりの実現に向けて』』
第第 3636 回岩泉町社会福祉大会回岩泉町社会福祉大会

会場は笑顔に包まれました会場は笑顔に包まれました

第第 4545 回岩泉町老人クラブ大会回岩泉町老人クラブ大会

主な内容主な内容

岩手・岩泉の魅力を再発見岩手・岩泉の魅力を再発見！！！！

岩手の温かい
人柄について
語る
天津木村さん

町社会福祉大会・町老人クラブ大会����２～3
町の福祉のコーナー������� 4～5
お知らせ��������� 6～８
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90 歳まで介護を受けることなく社会活動に参加していることを讃
え、表彰を受ける立花ゴヨ様

大会長挨拶　
植村敏幸

社会福祉団体
役員表彰として
表彰を受ける
佐藤伸哉様
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皆さんで記念に一枚
受賞者の皆さん、おめでとうございます。

老人クラブ発展への貢献を讃え、安藤会長から代表
受領を受ける太田孝志様（写真左）
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町の福祉
敬老記念品贈呈事業　～地域で祝う米寿の節目～敬老記念品贈呈事業　～地域で祝う米寿の節目～

第第 2323 回岩泉町金婚お祝い会～ともに歩んだ回岩泉町金婚お祝い会～ともに歩んだ 5050 年、心からの祝福を～年、心からの祝福を～
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　町敬老記念品贈呈事業実行委員会（植村敏幸委員長）では、
９月の老人週間にあわせて、令和７年度に米寿（88歳）を迎え
る 92名の皆さんへこれまでの感謝の気持ちを込め、各社協支部
や地区民生委員の協力のもと、祝状と記念品の贈呈に伺いました。
　岩泉支部（佐々木勝彦支部長）では、岩泉中学校生徒９名（藤
枝昌利校長）の皆さんに協力をいただきました。
　今年度、米寿を迎えた阿

部榮吉さん（写真左上）は「元気に米寿を迎えることができた。
これからも健康に過ごしていきたい」、箱石ノブさん（写真右下）
は「学生と話せる良い時間だった。ありがとうございました」
と話しており、貴重な世代間交流の機会となりました。

　10 月 10 日（金）龍泉洞温泉ホテルを会場に第 23 回岩泉町金婚
お祝い会を開催しました。オープニングでは、岩泉中学校（藤枝
昌利校長）の岩中太鼓の皆さんに大迫力の演奏をしていただきま
した。アトラクションには、小田代直子御一行様をお招きし、美
しい民謡や優雅な舞を披露していただきました。２組の出演で会
場は熱気に包まれ、大きく盛り上がりました。
　温かい雰囲気のなか、参加した７組 14 名の皆さんは、結婚当時
の話や夫婦で歩んで
きた 50 年を振り返
り、思い出話に花を
咲かせました。

今日も明日も、ますます元気に！今日も明日も、ますます元気に！

小田代直子御一行様のステージで
会場は歓声に包まれました

「ありがとうの重み」
ほっこりと
（佐々木順一様
キクノ様） 岩中太鼓による雄大な演奏

これからもこれからも
夫婦円満に夫婦円満に
お過ごしお過ごし
くださいください
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岩中低木剪定作業　～世代をつなぐ緑の手入れ～岩中低木剪定作業　～世代をつなぐ緑の手入れ～

通所介護事業所の施設見学　～民生児童委員との交流～通所介護事業所の施設見学　～民生児童委員との交流～

グループホーム地域連携推進会議　～地域に開かれたサービスを目指して～グループホーム地域連携推進会議　～地域に開かれたサービスを目指して～

　９月 25 日（木）沢廻明清老人クラブ（安藤勝夫会長）の皆さんが、
岩泉中学校敷地内の低木の剪定作業を行いました。この活動は老
人クラブの「社会奉仕活動」として毎年行っており、今年で 10 年
目となります。今年はクラブ会員 19 名が
参加し、慣れた手つきで作業を進めました。
　また、今年は、同中学校のご厚意で、「ふ
るさと給食」がふるまわれ、自身の学生時
代を思い返しながら、参加者全員で楽しい
時間を過ごしました。

　９月 12 日（金）に大川通所介護事業所、同じく 29 日（月）に
小川通所介護事業所へ、地区民生児童委員の皆さんが訪れ、利用
者の日常的な取組みや施設の見学を行いました。
　大川通所では、６名が訪問し利用者の皆さんからサービス内容
や１日の過ごし方など伺いながら親睦を深めました。
　小川通所には、15 名

が訪問し施設見学を行った後、有志の民生委員２名によ
る大黒舞の披露があり、利用者から笑顔がこぼれるひと
ときとなりました。
　利用者の皆さんは、賑やかで楽しい時間を過ごすこ
とができました。

　10 月 30 日（木）さくらほうむ交流室で、岩泉町障がい者グループホームさくらほうむ地域連携
推進会議を開催しました。これは、さくらほうむが提供するサービスを関係団体の皆さんから広く
意見を取り入れることで地域に開かれた事業運営を図ることを目的としています。
　この会議では、令和６年度の事業報告、令和７年度事業計画について説明を行いながら参加者の
皆さんで意見交換を行いました。このなかで、自治会のイベントを通じて地域住民との交流をこれ
からも進めていくことや、有事の際の運営方法などについて活発な意見交換が行われました。
　利用者代表として参加した川
上光子さんは「生活上の困りご
とは世話人に相談しており、い
つも感謝している。これからも
頼りにしたい」と話していました。
　今回の会議で出された意見を
もとに今後の事業運営に活かし
ていきます。

手際よく作業する会員の皆さん

昔へタイムスリップ！楽しいひと時を

利用者と談笑を広げる（大川通所）

みんなで手拍子！盛り上がる大黒舞（小川通所）

より良いサービスのため、意見を出し合う参加者
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令和令和７７年度町社協会費にご協力ありがとうございました年度町社協会費にご協力ありがとうございました
　町民の皆さんからお寄せいただいた会費は今年度の町社協の地域
福祉活動に活用させていただきます。会費の取りまとめにご協力い
ただいた行政連絡員をはじめ関係者の皆さんに感謝いたします。

会費実績額

2,997,500 円

行政区 拠出世帯数 金額（円）
1 松 橋 24 24,000
2 二 升 石 84 84,000
3 尼 額 90 90,000
4 西 上 町 69 69,000
5 東 上 町 141 141,000
6 中 町 29 29,000
7 下 町（ 岩 泉 ） 64 64,000
8 三 本 松 75 75,000
9 東 三 本 松 (１) 76 75,500

10 東 三 本 松 (２) 85 85,000
11 上 の 山 77 77,000
12 向 町 40 40,000
13 惣 畑 63 63,000
14 上 沢 廻 62 62,000
15 下 沢 廻 45 45,000
16 南 沢 廻 47 47,000
17 小 屋 敷 8 8,000
18 本 田 8 8,000
19 夏 節 6 6,000
20 沢 中 11 11,000
21 下 岩 泉 53 53,000
22 鼠 入 川 14 14,000
23 鼠 入 川（ 白 土 分 ）
24 月 出 12 12,000
25 森 山 15 15,000
26 鼠 入 13 13,000
27 甲 地 6 6,000
28 乙 茂 39 39,000
29 猿 沢 11 11,000
30 猿 沢（ 相 沢 分 ）
31 猿 沢（ 林 の 下 分 ）
32 中 倉 12 12,000
33 浅 内 35 35,000
34 栗 畑 11 11,000
35 大 沢 10 10,000
岩 泉 地 区 合 計 1,335 1,334,500

36 国 境 33 33,000
37 見 内 川 40 40,000
38 浅 不 動 8 8,000
39 浅不動（大石沢分） 4 4,000
40 中 沢 66 66,000

行政区 拠出世帯数 金額（円）
41 中 瀬 14 14,000
42 三 田 貝 27 27,000
43 南 沢 4 4,000
44 名 目 入 62 62,000
45 門 町 82 82,000
46 救 沢 27 27,000
47 石 畑 73 73,000
48 谷 内 向 11 11,000
49 穴 沢 51 51,000
50 田 山 5 5,000
51 袰 綿 93 93,000
52 一 ツ 苗 代 46 46,000
53 権 現 9 9,000
小 川 地 区 合 計 655 655,000

54 大 渡 2 2,000
55 平 井
56 宇 津 野 4 4,000
57 寄 部 4 4,000
58 伏 屋 11 11,000
59 扇 の 沢 2 2,000
60 下 町（ 大 川 ） 15 15,000
61 本 町 17 17,000
62 日 蔭（ 大 川 ） 20 20,000
63 大 広 24 24,000
64 長 田 12 12,000
65 種 倉 6 6,000
66 館 沢 口 10 10,000
67 外 山 11 11,000
68 中 居 村 25 25,000
69 外 椀 18 18,000
70 唐 地 20 20,000
71 滝 の 上 2 2,000
72 櫃 取 2 2,000
73 川 代 12 12,000
大 川 地 区 合 計 217 217,000

74 小 成 34 34,000
75 茂 師 27 27,000
76 小 本 地 区 38 38,000
77 中 野 一 26 26,000
78 中 野 二 71 71,000
79 中野二 ( 小本駅前 ) 62 62,000

行政区 拠出世帯数 金額（円）
80 中野二 ( 町営住宅 ) 37 37,000
81 中 島 23 23,000
82 岸 18 18,000
83 卒 郡 16 16,000
84 中 里 30 30,000
85 袰 野 一 9 9,000
86 袰 野 二 22 22,000
87 清 水 野 37 37,000
88 高 松 20 20,000
89 大 牛 内 17 17,000
90 豊 岡 14 14,000
小 本 地 区 合 計 501 501,000

91 坂 本 18 18,000
92 折 壁 4 4,000
93 大 平 21 21,000
94 松 ヶ 沢 15 15,000
95 日 向 53 53,000
96 日 蔭（ 安 家 ） 34 34,000
97 半 城 子 10 10,000
98 川 口 4 4,000
99 茂 井 6 6,000

100 年 々 11 11,000
101 高 須 賀 11 11,000
102 江 川 12 12,000
安 家 地 区 合 計 199 199,000

103 水 堀 4 4,000
104 上 有 芸 12 12,000
105 新 町 6 6,000
106 下 有 芸 6 6,000
107 田 茂 宿 11 11,000
108 肘 葛 5 5,000
109 栃 の 木 13 13,000
110 皆 の 川 6 6,000
111 松 屋 敷
有 芸 地 区 合 計 63 63,000
小 計 2,970 2,969,500

112 町 外 ( 久 慈 市 ) 1 1,000
そ の 他 合 計 1 1,000
合 計 2,971 2,970,500

町ボラ連視察研修交流会～地域を越えてつながる笑顔の輪～町ボラ連視察研修交流会～地域を越えてつながる笑顔の輪～
　11 月 13 日（木）町ボランティア連絡協議会（内
村洋子会長）会員18名は、遠野市社会福祉協議会（小
友善衞会長）が運営するボランティアや障がいを
お持ちの方、地域住民が気軽に交流できる場「ちょ
ボラ」で、視察研修交流会を行いました。当日は、
市ボランティア連絡協議会の会員６名から事業内
容について学び、交流も深めました。
　参加した佐々木まり子さんは「とても楽しい交
流会だった。今回の研修で得た知見を、これから
の地域活動に活かしていきたい」と話しており、
終始笑顔があふれる、充実した研修となりました。

市ボランティア連絡協議会と一緒に記念撮影
笑顔の数だけ学びがありました

１　特別会員　岩手県自家用自動車協会下北支部 様 ／ 下北地区交通安全協会 様 ／ はばざか 様
　　　　　　　町おこし有志の会 様 ／ 前川林産 様 ／ 三上行雄 様 ／ 匿名　２件
２　地区別内訳（令和７年10月 30日現在）
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マークの見方

情報 助成・支援 イベント

福祉 ボランティア その他

日常生活自立支援事業（あんしんねっと）のご案内日常生活自立支援事業（あんしんねっと）のご案内
　日常生活自立支援事業とは、高齢の方や障がいを持った方が地域で安心して生活が送れるよう福祉サー
ビスの利用手続きの援助や代行、それにともなう日常的な金銭管理などを行う、社会福祉協議会の事業です。

　相談は無料、サービスの利用は有料です。まずはお気軽にご相談ください。
【問合せ先】
総務企画・地域福祉課　TEL　22-3400

身障協の会員を募集しています身障協の会員を募集しています
　障がいのある仲間と一緒に交流を通じて親睦を
図っています。身体障害者手帳をお持ちであればど
なたでも入会できますのでお気軽にお問い合わせく
ださい。

【問合せ先】
町身体障害者福祉協会事務局　TEL　22-3400

ひとりで悩まず相談くださいひとりで悩まず相談ください
　町社協では、毎週火曜日の午前 10 時から午後３
時まで、ふれあい交流福祉館内で「心配ごと相談所」
を開設しています。相談所では、主に日常生活の困
りごと、社会福祉やその他の諸制度に関する相談を
受付けています。
　ひとりで悩まず私たちに相談ください。相談者の
立場に寄り添い、一緒に問題解決へむけた支援を行
います。開設日以外でも相談を受付けています。

【問合せ先】
総務企画・地域福祉課　TEL　31-1065

いわいずみ社協からのお知らせ

information

生活福祉資金　教育支援資金のご案内生活福祉資金　教育支援資金のご案内
　教育支援資金とは、高等学校、大学（短大、専門
学校（専修学校専門課程）、専門職短期大学及び専門
職大学を含む）または、高等専門学校の就学費用を
無利子で貸付する社会福祉協議会の事業です。
　教育支援資金には、教育支援費（授業料等）と就
学支度費（入学金や制服代等）の２種類あり、利用
できる世帯は一定の所得額以下で、必要な資金の融
通を他から受けることが困難な世帯が対象となりま
す。（母子父子寡婦福祉資金や日本学生支援機構奨
学金等の利用が優先されます）
　この貸付の申し込みには、民生委員等による相談
支援や連帯保証人を立てることなど、いくつか要件
があります。相談から貸付まで時間を要しますので、
余裕をもってお早めにご相談ください。

【問合せ先】
総務企画・地域福祉課　TEL　22-3400

コロナ特例貸付の返済にお困りの方へ
　返済時期を遅らせる猶予や、毎月の返済額を
減らす方法があります。
　まずはお気軽にご相談ください。

　事業内容
　　１　福祉サービスの利用援助
　　　　�　福祉サービスを安心して利用できるよう、契約手続きの代行、利用料金の支払い手続きなどを

お手伝いします。
　　２　日常的金銭管理サービス
　　　　　公共料金や税金、医療費などの支払い手続きや預貯金の出し入れなどをお手伝いします。
　　３　書類等の預かりサービス
　　　　　預貯金通帳、年金証書、重要書類や印鑑などを安全な場所でお預かりします。
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TEL　0194-22-3400　FAX　0194-31-1033
居宅介護支援（ケアマネジャー）� TEL 22-2431
訪問介護（ヘルパー）、訪問入浴� TEL 22-3318
岩泉通所（どんぐり苑）� TEL 22-5632
小川通所（いきいきホームこがわ）� TEL 39-1015
大川通所（サンパワーおおかわ）� TEL 26-2007
いずみの里� TEL 31-1234
さくらほうむ� TEL 22-2221
いわいずみ放課後児童クラブ� TEL 22-2860
おもと放課後児童クラブ� TEL 28-2777
心配ごと相談所� TEL 31-1065　
URL　　https://iwaizumi-shakyo.or.jp
E-mail　info@iwaizumi-shakyo.or.jp
Facebook　https://www.facebook.com/iwaizumi.shakyo

月　日 行事名
12 月 1 日（月） 歳末たすけあい募金運動開始
12 月 6 日（土） 岩泉町歳末たすけあい芸能祭
2月 12 日（木） 第4回町社協監事会
2月 26 日（木） 第４回町社協三役会議
3月 5日（木） 第４回町社協理事会
3月 19 日（木） 第３回町社協評議員会
※日程が変更になる場合があります

い わ い ず み 福 祉 カ レ ン ダ ー

ご寄附・ボランティア活動へのご協力ありがとうございました

感謝

　町の福祉に活用させていただきます
 寄附物品 
　⃝株式会社プリンス 21　様（岩泉）　お菓子（放課後児童クラブへ）
 ボランティア活動 
　⃝岩泉中学校　生徒９名　　敬老記念品贈呈事業への協力
　⃝小川中学校　生徒 12 名　　街頭募金活動への協力

　今年も歳末たすけあい運動が 12 月１日から 12 月 31日まで全国一斉に開始され
ます。この運動は、明るいお正月を迎えるための歳末義援金、子育て世帯への支
援を目的とした募金運動であり、町民の皆さんからの温かい想いをお届けするも
のです。支援を必要とされている方が地域で安心して暮らすことができるよう趣
旨をご理解いただきご協力をお願いします。

　また、この運動は行政連絡員、各地区民生委員及び町社協支部等の多くの関係者の皆さんからの協
力をいただいています。

【問合せ先】町共同募金委員会事務局　TEL　22-3400

歳末たすけあい募金運動が開始　～つながり ささえあう みんなの地域づくり～

　10月 19日（日）町社協小川支部（立花等支部長）では、小川小学校で開催された「こがわ炭鉱ホル
モンまつり」で赤い羽根共同募金の街頭募金活動を行いました。
　この活動には、小川中学校（鎌田崇校長）の生徒 12 名の皆さんからボランティア協力があり、来場
者への声がけなど自分のまちを良くするために活動を行い、総額 20,591円の募金が集まりました。
　この募金は岩泉町の地域福祉のために活用させていただ
きます。ありがとうございました。

赤い羽根募金活動　～こがわ炭鉱ホルモンまつり～

笑顔で声がけ、応える思い


